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成人式に出席した成人者の皆さん

21世紀に向かつて羽ばたけ
平
成
五
年
長
浜
町
成
人
式

平
成
五
年
長
浜
町
成
人
式
が
、

一
月
十

五
日
、
町
体
育
館
大
ホ
l
ル
で
行
わ
れ
、

男
子
五
十
九
人
、
女
子
八
十
二
人
の
計
百

四
十
一
人
が
決
意
を
新
た
に
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
上
田
町
長
が
「
二
十

一
世
紀
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
と
い
う

自
覚
を
新
た
に
、
精
一
杯
の
ご
精
進
、
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
、
成
人
者
を
代
表
し
て
漬
上
幸
治
さ
ん

(
仁
久
)
が
「
自
己
の
人
格
完
成
に
努
力
す

る
と
と
も
に
、
長
浜
町
の
さ
ら
な
る
発
展

と
躍
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
て
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
成
人
者
全
員
に
よ
る

記
念
撮
影
や
昼
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
久

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
ま
た
、
連
合

青
年
団
に
よ
る
も
ち
つ
き
や
ゲ
I
ム
な
ど

で
楽
し
い
成
人
式
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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固定例会

襲
奪
回
囲
定
例
会

4 第

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、

十
二
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
二

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
も
の
は
、

請
負
契
約
の
締
結
、
町
道
の
認
定
、
人

権
尊
重
の
町
宣
言
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
十
三
件
、

農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
す
る
要
望
決

議
な
ど
議
提
二
件
、
例
月
出
納
検
査
報

告
な
ど
議
報
告
六
件
で
議
案
・
議
提
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
議
報

告
書
は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し

た。

喜
多
漁
港
防
砂
堤

災
害
復
旧
工
事
ほ
か

一
般
会
計
補
正
予
算

一般質問の答弁をする上田町長

平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

一
億
五
千
四
百
十
八
万
八
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
六
十
六
億
九
千

二
百
五
十
三
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
道
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
民
生
費
一
地
方
改
善
対
策
費
と
し
て
、

上
成
集
会
所
、
新
造
替
地
集
会
所
の
外

壁
等
の
修
繕
費
と
道
路
整
備
に
係
る
工

事
請
負
費
ほ
か
八
百
十
一
万
四
千
円
。

老
人
福
祉
費
と
し
て
、
内
子
町
に
建

設
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

「
み
ど
り
苑
」
の
負
担
金
ほ
か
一
千
七

百
七
十
四
万
七
千
円
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
づ
い
て
、
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た。
本
町
職
員
の
場
合
、
二
・
八
七
%
引

き
上
げ
と
な
り
、
平
成
四
年
四
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
改
定
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
初
任
給
は
、
高
卒
で
十
三

一
農
林
水
産
業
費
一
か
ん
き
つ
再
編
対

策
費
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
に
よ
る

か
ん
き
つ
銘
柄
産
地
の
強
化
事
業
の
補

助
金
一
千
六
百
十
五
万
五
千
円
。

{
土
木
費
一
道
路
橋
梁
維
持
費
と
し
て
、

町
道
日
ノ
浦
線
等
路
面
損
傷
の
著
し
い

路
線
の
補
修
に
係
る
工
事
請
負
費
ほ
か

一
千
五
百
十
八
万
四
千
円
。

{
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
漁
港
施
設
災

害
復
旧
費
と
し
て
、
八
月
の
台
風
十
号

に
よ
り
被
災
し
た
喜
多
漁
港
防
砂
堤
三

基
の
復
旧
工
事
請
負
費
ほ
か
二
千
四
百

六
十
万
円
。

現
年
度
公
共
土
木
災
害
復
旧
費
と
し

て
、
八
月
の
台
風
十
号
の
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
た
町
道
日
ノ
浦
線
ほ
か
道
路
六

件
、
河
川
二
件
の
工
事
請
負
費
一
千
七

百
三
十
六
万
五
千
円
。

万
一
千
九
百
円
、
短
大
卒
で
十
四
万
一

千
円
、
大
学
卒
で
十
五
万
七
千
九
百
円

と
な
り
ま
す
。

ス寸、
ムポ浦
自首 I 1) 

負?とミ
契γ!
日、ク件
の整ヌ
錦備イ

結毒ド

小
浦
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
整
備
事
業
に
係
る
建
築
工
事
関
係

(
分
割
二
)
は
、
三
千
二
百
八
十
五
万

七
千
円
で
有
限
会
社
徳
山
住
宅
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。明

る
〈
住
み
よ
い

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

「
人
権
尊
重
の
町
」
宣
言

長
浜
町
を
「
人
権
尊
重
の
町
」
と
す

る
宣
言
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る

基
本
的
人
権
の
尊
重
が
町
民
全
体
に
浸

透
し
、
人
権
の
共
存
す
る
明
る
く
、
住

み
よ
い
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
宣
言
さ
れ
た
も
の
で
す
。

農
業
農
村
整
備
事
業

要

望

を

決

議

農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
す
る
要
望

決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
要
望
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

①
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
と
し
て
、
生

産
性
の
向
上
に
資
す
る
農
道
整
備
、
ほ

場
整
備
事
業
の
推
進
②
う
る
お
い
の
あ

る
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
し
て
、

農
村
環
境
の
改
善
に
資
す
る
農
業
集
落

排
水
事
業
の
推
進
③
安
定
し
た
農
村
守
つ

く
り
と
し
て
、
農
地
保
全
事
業
の
推
進

④
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
の
充
実

⑤
県
土
地
改
良
事
業
の
拡
充
強
化
⑥
土

地
改
良
団
体
の
育
成
強
化
と
財
政
援
助

米
の
市
場
開
放
阻
止
等

陳
情
文
書
を
採
択

長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
(
一
宮
泰

忠
組
合
長
理
事
)
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
、

「
米
の
市
場
開
放
阻
止
等
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て
」
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し

た。

般

質

間

振
興
計
画
基
本
構
想

に
沿
っ
た
形
の
中
で

質
問
・
・
・
平
成
五
年
度
予
算
の
重
点
施

策
に
つ
い
て
(
西
宮
正
幸
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
平
成
五
年
度
予
算

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
面
で

は
、
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
地
域
住
民

の
体
力
向
上
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
、
戒
川
へ
き
地
集
会
室
改
築

事
業
や
旧
町
内
へ
の
公
民
館
的
集
会
施

設
の
建
設
な
ど
、
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
楽
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
た
事
業
を
行
う
各
地
域
、
団
体
等

を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
と
し

て
「
里
づ
く
り
」
補
助
金
交
付
要
綱
の

策
定
を
担
当
課
に
指
示
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
外
に
も
ハ

l
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
の
重
要
な
施
策
が
数
多
く
あ
る

が
、
「
町
づ
く
り
」
「
里
づ
く
り
」

「
心
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
諸
事
業
を
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町
の
振
興
計
画
基
本
構
想
に
沿
っ
た
形

の
中
で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

園
、
県
の
経
済

対
策
に
留
意
し
て

質
問
:
・
景
気
対
策
に
つ
い
て
(
西
宮

正
幸
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
景
気
対
策
に
つ
い

て
は
、
当
町
の
み
で
対
応
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
園
、
県
の
経
済
対
策
に

留
意
し
、
可
能
な
限
り
の
公
共
事
業
を

早
期
発
注
で
き
る
よ
う
五
年
度
予
算
編

成
に
努
め
る
所
存
で
あ
る
。

計
画
的
、
弾
力
的
で

堅
実
な
財
政
運
営
を

問

質
問
・
・
・
財
政
運
営
の
抜
本
的
な
見
直

し
に
つ
い
て
(
西
宮
正
幸
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
財
政
運
営
の
抜
本

的
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
況
の
的
確

な
把
握
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
中

長
期
展
望
に
立
っ
た
う
え
で
計
画
的
、

弾
力
的
で
堅
実
な
財
政
運
営
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質般

生
活
環
境
に
即
応
し
た

施

設

整

備

を

質
問
・
・
・
長
浜
町
の
公
共
下
水
道
整
備

計
画
に
つ
い
て
(
岡
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
当
町
に
お
け
る
下

水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
終
末
処
理
施

設
が
な
い
た
め
、
公
共
下
水
道
と
は
い

え
な
い
施
設
で
あ
り
、
今
後
の
生
活
環

境
に
即
応
し
た
下
水
道
処
理
施
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
整
備
に
つ

い
て
は
、
第
三
次
開
発
事
業
な
ど
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
上
で
の
計
画
や
都
市

計
画
と
の
整
合
性
も
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ま
た
、
排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

小
集
落
単
位
で
実
施
で
き
る
事
業
も
あ

る
が
、
浄
化
槽
な
ど
個
別
の
処
理
施
設

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
も
で
て
く

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
新
年
度
に
基
本
的
方
針
を
立
て

た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
向
き
に
対
処

し
て
い
き
た
い

質
問
・
・
・
地
元
長
浜
高
校
卒
業
生
に
対

す
る
進
学
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

(
岡
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
長
浜
高
校
卒
業
生

に
対
す
る
奨
学
資
金
制
度
を
つ
く
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
地
域
が
一
体

と
な
り
、
長
浜
高
校
の
発
展
を
望
む
も

の
で
あ
り
、
平
成
五
年
度
に
は
制
度
の

調
査
、
研
究
を
行
い
た
い
。

次
に
、
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
生
徒

に
対
し
、
地
元
企
業
に
よ
る
奨
学
資
金

を
つ
く
り
、
人
材
確
保
を
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
、
当
町
の
産
業
発
展
の
た

め
に
は
、
優
秀
な
若
者
の
就
業
の
定
着

が
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
企
業

に
対
し
て
も
こ
の
様
な
制
度
の
導
入
が

可
能
か
ど
う
か
前
向
き
に
対
処
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

看

板

設

置

の

方

向

で

質
問
:
町
内
の
空
ピ
ン
、
空
カ
ン
投

げ
捨
て
禁
止
に
つ
い
て
(
岡
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
町
内
の
空
ビ
ン
、

空
カ
ン
投
げ
捨
て
禁
止
に
つ
い
て
、
当

町
で
は
、
よ
く
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
極
端
な
投
げ
捨
て

の
醜
い
箇
所
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

町
内
の
入
口
等
に
投
げ
捨
て
禁
止
の
看

板
を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て

質
問
・
・
・
ふ
る
さ
と
ε

つ
く
り
特
別
対
策

事
業
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
(
大
野
真

良
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
沖
浦
さ
く
ら
の
道

整
備
は
、
沖
浦
観
音
、
長
浜
大
橋
、
商

庖
街
等
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
お
り
、

小
浦
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

I
ク

で
は
、
老
幼
婦
女
子
の
憩
い
の
場
、
若

者
の
周
年
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
他
の

施
設
と
の
連
携
が
と
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
滝
め
ぐ
り
遊
歩
道
で
は
、
観

光
客
の
増
大
、
白
滝
と
不
動
滝
と
の
連

携
、
さ
ら
に
将
来
は
、
大
平
線
の
改
良

空き缶等の投げ、捨てで、心配される海岸線

余
暇
を
過
ご
す

場
所
の
開
発
を

質
問
・
・
・
観
光
客
の
足
止
め
対
策
と
し

て
、
公
設
の
宿
泊
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
(
大
野
真
良
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
観
光
客
の
足
止
め

対
策
に
つ
い
て
、
宿
泊
施
設
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
現
在
既
存
の
旅
館
等
が

九
施
設
約
三
百
五
十
人
収
容
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。
但
し
、
短
期
滞
在
、
長
期
滞
在
を

完成間近の小浦リバーサイドスポーツパーク

工
事
に
伴
い
車
輔
で
の
乗
り
入
れ
が
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
展
望
公

園
ル

l
ト
に
つ
い
て
も
、
肱
川
あ
ら
し

は
も
と
よ
り
伊
予
灘
の
景
観
、
展
望
を

容
易
に
し
、
四
季
折
々
に
訪
れ
る
観
光

客
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
の
拠
り

所
と
し
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て

活
用
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

含
め
て
、
よ
り
創
造
的
、
積
極
的
な
生

活
体
験
や
健
康
増
進
を
含
む
新
し
い
余

暇
を
過
ご
す
場
所
の
開
発
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
研
修
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
や
観

光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素
を
持
つ

施
設
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

起
死
回
生
策
を

講
じ
て
参
り
た
い

質
問
:
・
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
(
大

野
真
良
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
活
性
化
対
策
へ
の
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間

対
応
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
、
経
済
的

な
面
は
も
と
よ
り
、
若
者
の
都
市
指
向
、

居
住
環
境
の
整
備
度
な
ど
の
対
応
が
非

常
に
難
し
く
、
他
の
町
村
で
も
対
策
に

苦
慮
し
て
い
る
が
、
集
落
の
起
死
回
生

の
対
策
を
講
じ
て
参
り
た
い
。

質般

ア
ク
ア
ラ
ン
グ
隊
の

再
編
成
は
困
難

質
問
・
:
海
難
救
助
隊
の
設
置
に
つ
い

て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i海
難
救
助
隊
の
設

置
に
つ
い
て
、
覚
知
か
ら
現
場
到
着
ま

で
の
時
間
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
蘇
生

可
能
な
時
間
的
な
面
か
ら
救
命
効
果
に

疑
問
が
あ
り
、
現
在
の
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。消
防
本
部
に
お
い
て
も
、
新
た
な
ア

ク
ア
ラ
ン
グ
隊
の
再
編
成
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
が
、
消
防
職
員
の
高

齢
化
、
勤
務
体
制
に
伴
う
人
員
不
足
に

よ
り
資
格
取
得
者
の
確
保
の
問
題
等
で

再
編
成
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
す
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

館
建
設
候
補
地

等
の
検
討

質
問
・
:
建
通
新
聞
の
公
民
館
建
設
発

表
記
事
の
経
緯
に
つ
い
て
(
堤
正
和
議

員
)答
弁
(
町
長
)
・
:
公
民
館
建
設
の
建

通
新
開
発
表
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
設
計
も
し
て
い
な
い
段
階
で
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
取
材
し
た
の
か
、

早
速
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
明
確
な

解
答
は
し
て
頂
け
な
い
し
、
部
内
等
で

ソ
フ
ト
面
に
重
点
を

質
問
・
・
・
平
成
五
年
度
予
算
編
成
と
そ

の
心
構
え
に
つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
も
の
を
と
考
え
て
い
る
が
、

ソ
フ
ト
面
に
重
点
を
置
い
て
、
特
に
文

化
教
育
や
福
祉
を
重
視
し
て
予
算
編
成

を
行
い
た
い
。

可
能
な
限
り

解
体
し
た
い

質
問
・
圃
・
旧
長
浜
化
成
の
建
物
の
対
応

等
と
土
地
利
用
に
つ
い
て
(
二
宮
英
二

議
員
)
答
弁
(
町
長
)
・
:
旧
長
浜
化
成
の
建

物
に
つ
い
て
は
、
外
壁
等
の
劣
化
が
激

し
く
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の

利
用
計
画
等
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

財
政
事
情
を
勘
案
し
、
来
年
度
に
は
可

能
な
限
り
解
体
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

協
議
し
た
が
資
料
提
供
も
し
て
い
な
い
。

な
お
、
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

旧
長
浜
地
域
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
毎
に
気
軽
に
利
用

で
き
る
館
の
建
設
を
重
要
施
策
と
し
て
、

平
成
五
年
度
に
は
候
補
地
等
の
検
討
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
県
道
長
浜

中
村
線
等
の
改
良
に
伴
、
っ
公
共
事
業
代

替
地
に
利
用
し
、
ま
た
、
余
裕
が
あ
れ

ば
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

効

果

的

な

法

線

決

定

と

早

期

完

成

賢
問
:
・
県
道
長
浜
中
村
線
(
小
浦
沖

浦
間
)
の
法
線
決
定
と
完
成
予
定
に
つ

い
て
小
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
主
要
県
道
で
あ
る

本
線
の
町
内
区
間
の
改
良
率
は
五
七
・

六
許
ト
に
達
し
て
お
り
、
小
浦
・
沖
浦
聞

の
法
線
に
つ
い
て
は
、
建
設
部
に
対
し
、

よ
り
効
果
的
な
法
線
決
定
と
早
期
完
成

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

早期解体が望まれている長浜化成跡地

町
づ
く
り
に

役
立
つ
人
材
を

質
問
:
・
職
員
の
新
採
用
に
つ
い
て

(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i採
用
試
験
に
つ
い

て
は
、
財
団
法
人
日
本
人
事
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
全
国
共
通
の
問

題
で
、
適
正
、
厳
格
に
実
施
し
て
お
り
、

一
次
の
筆
記
試
験
を
パ
ス
し
た
者
に
つ

き
二
次
試
験
の
面
接
を
行
い
、
人
物
評

価
も
加
味
し
た
上
で
、
将
来
の
町
ε

つ
く

り
に
役
立
つ
人
材
を
採
用
し
て
い
る
。

十
分
に
留
意

し
た
執
行
を

質
問
・
・
・
公
共
事
業
の
入
札
と
工
事
施

工
者
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
(
二
宮

英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
公
共
事
業
の
企
業

指
名
と
指
導
等
に
つ
い
て
、
地
元
業
者

優
先
に
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ら
執

行
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
留
意
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
業
者
の
県
外
か
ら
の
資
材
搬

入
や
海
上
へ
の
石
材
投
棄
等
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
大
変

な
問
題
で
あ
る
の
で
、
行
政
と
し
て
も

厳
し
く
注
意
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

よ
り
厳
し
く
指
導
を

質
問
・
・
・
誘
致
企
業
に
対
す
る
指
導
等

に
つ
い
て
(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
全
農
の
石
油
基
地

の
タ
ン
ク
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
五
月

中
旬
の
長
浜
町
漁
協
役
員
会
に
お
い
て
、

事
業
計
画
及
び
工
事
の
説
明
会
で
重
油

五
千
キ
ロ
幻
一
基
を
ハ
イ
オ
ク
ガ
ソ
リ
ン

六
百
キ
ロ
幻
に
変
え
る
建
設
を
検
討
中
で

あ
る
と
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

全
農
石
油
基
地
の
施
設
等
の
重
要
な
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
協
定
書
に
よ
り
全

農
と
漁
協
と
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
町
と
し
て
も
十
分
指
導
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
企
業
と
し

て
は
、
説
明
会
に
お
い
て
「
検
討
中
で

あ
る
が
、
建
設
す
る
場
合
は
六
百
キ
ロ

却
の
タ
ン
ク
に
な
る
」
と
説
明
を
し
て

い
る
た
め
、
理
解
し
て
頂
い
て
い
る
も

の
と
判
断
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

今
後
の
企
業
等
の
喧
導
に
つ
い
て
は
、

拓
海
団
地
、
晴
海
団
地
に
立
地
し
て
い

る
全
企
業
に
対
し
て
、
よ
り
厳
し
く
指

導
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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先
H
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
チ
ャ

ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
の
倒
れ
た
国
の
子

供
達
の
様
子
を
見
ま
し
た
。
新
し
い

政
治
を
し
、
政
策
を
行
う
中
、
大
き

な
問
題
が
出
ま
し
た
。
捨
て
子
で
す
。

駅
で
生
活
す
る
た
く
さ
ん
の
子
供
達

は
、
警
察
に
補
導
さ
れ
て
親
に
連
絡

が
つ
い
て
も
、
親
に
引
き
と
る
こ
と

を
こ
と
わ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
た
時
、
私
は
信
じ
ら
れ

主
せ
ん
で
し
た
。
親
に
捨
て
ら
れ
て

駅
で
生
活
す
る
子
供
達
。
ま
る
で
昔

の
日
本
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し

た
。
私
に
は
い
つ
も
そ
ば
に
両
親
が

い
て
家
が
あ
る
。
そ
れ
が
あ
た
り
ま

え
で
、
普
通
の
こ
と
だ
と
患
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
家
族
が
い
な
く
て

J

家
が
な
く
、
私
の
い
う
「
普
通
の
こ

一
と
」
が
「
普
通
で
な
い
」
人
が
ま
だ

¥
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。
こ
の

こ
と
を
知
っ
た
時
、
私
は
自
分
が
情

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
生

活
を
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る

の
に
自
分
は
何
で
こ
ん
な
所
に
い
る

の
だ
ろ
う
じ
こ
ん
な
所
で
何
を
し
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方

法
と
し
て
、
施
設
が
子
供
達
を
引
き

と
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ど
こ
の
施
設
も
い
フ
ぱ
い
で
、

文作権一一一人

仁'ι， 

一
つ
の
駅
で
一
人
し
か
施
設
へ
連
れ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ
る
少
年

が
、
自
分
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
た

の
み
ま
し
た
。
そ
の
少
年
は
、
一
度
施

設
に
入
コ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
施
設
の
人
は
、
「
だ
め
だ
。
チ
ャ

ン
ス
は
一
固
な
ん
だ
。
」
と
言
っ
て
他

の
子
供
を
連
れ
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
少
年
は
、
「
ず
っ
と
施
設
に
い
た

か
っ
た
の
に
・
:Ei--
。
」
と
く
や
し
そ

う
に
、
そ
し
て
さ
み
し
そ
う
に
言
い
ま

し
た
。こ
こ
の
子
供
達
は
人
権
を
無
視
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
た
と
え
だ
れ
で

あ
っ
て
も
、
人
間
は
人
間
ら
し
い
生
活

を
す
る
権
利
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ

な
の
に
、
「
人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る

チ
ャ
ン
ス
は
一
回
だ
け
」
と
い
う
の
は

聞
き
流
し
て
は
い
け
な
い
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
国
民
の
望
む
政
治

が
始
ま
り
だ
し
た
の
に
、
一
一
昔
大
切
な

人
権
を
無
視
し
て
い
た
の
で
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
新
し

い
世
界
が
ひ
ら
か
れ
る
と
息
冶
つ
け
れ
ど

そ
の
新
し
い
世
界
を
背
負
っ
て
い
く
の

は
、
今
の
子
供
た
ち
で
す
。
そ
れ
な
の

に
、
捨
て
子
な
ど
の
問
題
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
い
た
ら
、
新
し
い
世
界
に
な

る
ど
こ
ろ
で
な
く
、
こ
の
時
代
に
延
長

戦
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
そ

ll1li 
差糊

中学 年生

と権人

れ
ど
こ
ろ
か
、
身
分
差
が
で
き
て
し
ま
っ

て
差
別
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

差
別
は
い
け
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
時
、

少
し
い
じ
め
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

身
を
も
っ
て
差
別
さ
れ
る
方
の
つ
ら
さ
、

差
別
の
恐
ろ
し
き
が
わ
か
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
差
別

に
つ
な
が
る
人
権
無
視
や
、
捨
て
子
の

問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
は
い
け
な
い

と
思
う
の
で
す
。
こ
の
テ
レ
ビ
番
組
を

見
て
、
今
ま
で
忘
れ
か
け
て
い
た
大
き

な
問
題
を
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

日
本
に
は
部
落
差
刷
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
の
時
か
ら
同
和
教
育
で
映
画
を

見
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て
、
部
落

差
別
の
問
題
の
大
ま
か
な
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
実
際
に
、
身
の
回

り
で
そ
の
よ
う
な
差
別
が
な
い
の
で
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
部
落
差
別
の
始
ま
り
は
、

江
戸
時
代
で
す
。
農
民
な
ど
の
不
満
を

上
の
身
分
に
向
か
さ
な
い
た
め
に
、
徳

川
幕
府
が
作
っ
た
差
別
な
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
差
別
の
解
放
令
が
で
た
の

は
明
治
時
代
に
な
っ
た
時
で
す
。
し
か

し
、
士
農
工
商
の
身
分
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
代
わ
り
に
、
華
族
、
士
族
、

平
民
の
新
し
い
身
分
が
で
き
、
解
放
令

は
表
面
的
な
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
時

代
は
流
れ
、
部
落
差
別
の
問
題
が
社
主

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
、
つ
に

な
り
、
学
校
で
、
社
会
で
同
和
教
育
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
差
別
は
残
っ
て

い
ま
す
。

部
落
差
別
に
は
、
何
百
年
と
い
う
長

く
苦
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
差
別
さ

れ
て
き
た
人
々
に
は
、
何
の
罪
も
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
時

代
で
、
こ
の
長
い
歴
史
を

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

気
持
を
変
え
る
と
い
う
こ

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ど
、
変
え
な
く
て
は
い
け

人
に
言
わ
れ
て
変
わ
る
の

い
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う

か
な
い
の
で
、
も
う
少
し

と
を
理
解
し
て
自
分
の
気

分
白
身
で
変
え
て
い
き
た

ま

す

。

一

人
間
は
み
ん
な
仲
間
で
す
。
た
と
れ

え
皮
膚
の
色
が
追
っ
た
と
し
て
も
、
一

み
ん
な
仲
間
で
す
。
早
く
、
出
身
地
一

や
出
身
国
を
聞
か
な
い
で
い
い
よ
う

な
世
界
に
な
る
よ
う
、
努
力
し
、
協

力
し
て
い
く
こ
と
が
今
の
私
な
ち
の

努
め
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

。

3 

() 

ムハハノ¥ノ



-6 

海外派遣研修一一一

~長浜町海外派遣団帰町~

国
際
的
な
視
野
と
感
覚
を
も
ち
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
一

月
七
日
か
ら
十
五
日
の
九
日
間
の
日
程
で
第
一
団
長
浜
町

青
年
海
外
派
遣
が
行
わ
れ
、
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
本
町
晴
海
に
立
地
操
業
し
て
い
る
ぺ
シ

ネ
I
グ
ル
ー
プ
の
本
社
が
あ
る
フ
ラ
ン
ス
を
研
修
地
に
、

異
文
化
を
肌
で
体
験
し
、
市
民
レ
ベ
ル
の
友
好
親
善
、
海

浜
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の
視
察
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
研
修
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
思
い
思
い
の

意
見
や
感
想
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

芸術性溢れるパリ市内の景観

ー
世
界
に
誇
る
芸
衛
の
都
イ
i
J

f
十

f
す
べ
て
が
う
ま
〈
調
和
し
た
景
観
「
仁

司
会
:
・
皆
さ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
九
日
間

の
研
修
の
旅
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

早
速
で
す
が
、
先
ず
は
実
際
に
フ
ラ
ン

ス
で
の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
一
一
言
づ
っ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

上
田
・
:
先
ず
私
の
方
か
ら
一
言
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
長
浜
町
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
海
外
研
修
旅
行
は
、
長
浜
町
の
将

来
を
担
っ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
、
さ

ら
に
広
い
視
野
を
養
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
即
ち
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
に
あ

る
こ
と
を
願
つ
て
の
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
応
募
に
よ
り
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
五
人
の
外
に
、
今
回
は
第
一
回
目
と

い
う
こ
と
で
、
行
政
機
関
等
か
ら
も
参

加
致
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
年
齢
層
や

立
場
な
ど
の
隔
た
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、

一
致
協
力
的
に
研
修
日
程
を
終
え
て
い

た
だ
き
、
全
員
無
事
帰
町
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

上
満
:
・
私
に
と
っ
て
海
外
旅
行
は
是

非
体
験
し
た
い
夢
で
し
た
。
こ
の
研
修

で
、
他
国
や
自
国
の
良
い
面
、
悪
い
面

町議会議長
和田永吉

彦
長
日王J

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。

高
石
:
・
私
も
先
ず
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
地
フ
ラ
ン
ス
に
行
け
た
こ
と
そ
の
も

の
に
価
値
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

異
な
っ
た
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す
ね
。

津
田
:
・
正
に
芸
術
の
都
、
華
の
都
と

い
わ
れ
る
パ
リ
は
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
ニ

I
ス
に
し
て
も
マ
ン
ト
ン
に
し

て
も
自
然
と
の
調
和
や
環
境
面
へ
の
配

慮
の
行
き
届
く
細
や
か
さ
に
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

西
村
:
・
名
所
旧
跡
と
は
い
え
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
歴
史
の
重
厚
さ
と
絢
嫡
さ
に
は
、

圧
倒
さ
れ
る
一
方
、
ベ
シ
ネ
l
社
の
方
々

の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
に
も
大

き
な
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

二
宮
:
・
私
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
国
民

性
や
人
生
観
、
特
に
個
人
主
義
と
合
理

主
義
に
よ
る
社
会
や
文
化
の
違
い
、
そ

の
長
所
や
短
所
を
こ
の
研
修
を
と
お
し

て
改
め
て
認
識
で
き
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
莫
大
な
歴
史
的
遺
産
の
旧
パ

リ
の
重
厚
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
方
、
庶
民
的
で
は
な
い
よ
う
な
気
が

町
上回

し
ま
し
た
。
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
息
吹
は
、

む
し
ろ
ベ
シ
ネ
I
杜
等
近
代
ピ
ル
の
立

ち
並
ぶ
郊
外
の
方
に
感
じ
ら
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田
:
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
ど
こ
の
町
に

行
っ
て
も
、
美
術
品
の
宝
庫
と
い
う
感

じ
で
、
特
に
道
路
、
建
物
等
の
す
べ
て

が
う
ま
く
調
和
し
、
街
全
体
が
作
品
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

上
田
・
:
パ
リ
市
内
の
街
並
み
は
、
土

地
面
積
の
広
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ま
た
、
芸
術
性
溢
れ
る
施
設
等
、
街
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
当
町
の
町
手
つ

く
り
に
お
い
て
も
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
を

参
考
に
し
た
い
で
す
ね
。

日
高
・
:
フ
ラ
ン
ス
は
二
回
目
で
す
け

ど
、
十
数
年
前
に
比
べ
町
は
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
街
を
見
て
い
る
と
、

古
い
物
を
伝
え
て
文
化
を
大
切
に
す
る

と
い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
、
長
浜
の

町
づ
く
り
で
も
、
こ
う
し
た
感
じ
が
伝

わ
る
よ
う
に
見
習
い
た
い
で
す
ね
。

山
下
・
・
・
世
界
に
誇
る
芸
術
の
都
と
呼

ば
れ
る
に
相
応
し
い
景
観
で
し
た
。
¥

町議会議員
日高照友
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〆
特
に
、
道
路
、
建
物
、
植
木
等
の
す

べ
て
が
う
ま
く
調
和
し
、
町
全
体
が
作

品
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
人
は
、
本
当
に
景
観
を
す
ご

く
大
切
に
す
る
国
民
で
す
ね
。

叶
本
・
・
・
数
百
年
の
歴
史
を
街
全
体
に

生
か
し
て
い
る
町
ぞ
つ
く
り
、
昔
な
が
ら

の
良
い
と
こ
ろ
を
残
し
な
が
ら
今
日
的

な
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
付
け
加
え
、

建設課長
山下回広

時
代
と
と
も
に
変
化
さ
せ
て
い
く
と
い

う
考
え
方
は
重
要
で
す
ね
。
そ
の
点
日

本
は
何
で
も
新
し
く
し
よ
う
と
す
る
風

潮
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

社会教育課長
叶本 正

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で
歴
史

を
大
切
に
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
町
づ
く
り
の
基
本
は
、
や
は
り

一
人
ひ
と
り
の
認
識
が
大
切
な
ん
だ
と

改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

菊
地
:
・
フ
ラ
ン
ス
の
王
朝
文
化
と
い

う
異
文
化
に
ふ
れ
て
、
見
る
も
の
、
聞

く
も
の
す
べ
て
に
感
激
し
ま
し
た
が
、

同
時
に
我
々
農
耕
文
化
の
日
本
の
良
さ

も
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

司
A
E
-
-
-
今
回
の
研
修
日
程
に
は
、
晴

海
団
地
で
操
業
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

の
国
営
企
業
「
ベ
シ
ネ
I
社
」
の
表
敬

訪
問
、
ま
た
、
当
町
と
類
似
す
る
地
理

的
条
件
に
町
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
求
め

て
、
美
し
い
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
地
の
あ
る

南
フ
ラ
ン
ス
の
町
「
マ
ン
ト
ン
市
」
の

公
式
訪
問
等
を
計
画
し
た
訳
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
て
感
じ
ら
れ
た

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
高
・
:
ニ

1
ス
や
マ
ン
ト
ン
は
、
リ

ゾ
ー
ト
地
と
一
言
わ
れ
る
名
の
と
お
り
、

そ
の
条
件
は
見
事
に
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
景
観
、
自
然
、
街
並
み
、
街
路

樹
、
道
路
、
環
境
施
設
等
々
優
雅
に
く

つ
ろ
げ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
私
た
ち
の
日
本
で
は
、
先
ず
働
く

場
所
が
あ
っ
て
こ
そ
く
つ
ろ
げ
る
も
の

と
い
う
観
念
が
こ
び
り
つ
い
て
い
て
、

町
全
体
が
リ
ゾ
ー
ト
の
雰
囲
気
で
あ
る

の
も
落
ち
着
か
な
い
気
持
が
し
ま
す
。

二
宮
:
歴
史
的
遺
産
と
し
て
の
街
、

保
養
地
と
し
て
の
街
だ
け
で
は
、
今
日

の
生
活
や
産
業
活
動
に
は
対
応
で
き
な

い
は
ず
で
、
そ
の
よ
う
な
部
分
が
パ
リ

や
マ
ン
ト
ン
の
町
に
も
た
く
さ
ん
あ
る

は
ず
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

見
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

津
田
:
・
マ
ン
ト
ン
市
で
は
、
老
人
の

姿
が
余
り
に
も
目
に
つ
く
の
に
意
外
な

印
象
で
し
た
が
、
世
界
に
知
ら
れ
る
保

養
地
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
水
浴
で

の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
る
姿
や
、
老
夫

婦
が
喫
茶
庖
で
休
憩
や
食
事
を
し
て
い

る
楽
し
そ
う
な
光
景
を
見
て
、
長
浜
で

も
こ
う
い
っ
た
光
景
が
見
ら
れ
る
ゆ
と

d 
社会教育課長補佐
菊地邦求

り
あ
る
町
に
な
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
感
じ

ま
し
た
。

西
村
・
:
フ
ラ
ン
ス
は
台
風
や
地
震
の

な
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
思
い
ま
す

が
国
民
性
の
違
い
か
ら
か
、
物
を
大
切

に
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
パ

リ
の
歴
史
的
遺
産
や
芸
術
作
品
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ニ

l
ス
や
マ
ン
ト
ン
で

も
美
し
い
環
境
、
清
潔
な
環
境
の
た
め

の
細
か
い
配
慮
が
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
ら
れ
ま
し
た
ね
。

津
田
・
:
街
の
中
に
ゴ
ミ
が
見
当
た
ら

な
い
こ
と
。
自
動
販
売
機
が
な
い
た
め

か
路
上
や
公
園
で
も
空
缶
や
空
ピ
ン
の

姿
も
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

ゴ
ミ
箱
も
郵
便
箱
か
と
思
う
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
と
落
ち
着
い
た
配
色
で
一
定
距

離
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
砂
浜
や
海
が
一

層
清
潔
で
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

上
満
・
・
・
私
は
街
路
樹
の
美
し
さ
が
大

変
印
象
的
で
、
心
を
和
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。
建
造
物
や
風
景
を
引
き
立
て
て

い
た
も
の
の
主
役
は
街
路
樹
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
パ
リ
市
内
の
落
葉
は
、
大
変

な
ゴ
ミ
の
量
に
な
る
だ
ろ
う
と
心
配
し

て
い
た
ら
、
こ
れ
ら
は
み
ん
な
肥
料
に

し
て
土
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
合
理
性
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

司
会
・
:
マ
ン
ト
ン
市
庁
訪
問
は
い
か

が
で
し
た
か
。

日
高
:
・
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
訪
問
は
、

ガ

l
ド
が
企
業
的
で
あ
り
、
参
考
に
な

る
答
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念

に

思

い

ま

し

た

。

¥

パリ安防十地に立ち並ぶ近代ビル(上)ぺシネ一社で説明を受ける団員ら



8 

海外派遣研修

/
津
田
:
・
あ
ま
り
に
も
予
想
外
の
応
対

に
お
国
柄
の
違
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
ね
。
い
き
な
り
ガ
ラ
ン
と
し
た
議

会
の
議
場
へ
通
さ
れ
、
立
ち
っ
放
し
で

説
明
さ
れ
る
な
ど
、
随
分
簡
略
だ
な
あ
、

こ
ん
な
調
子
の
お
国
柄
な
の
か
な
と
驚

き
ま
し
た
が
l
。

二
宮
:
・
し
か
し
、
ベ
シ
ネ
I
社
で
は

素
晴
ら
し
い
会
議
室
に
案
内
し
て
説
明

し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
か
ら
、
お
国
柄

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
こ
こ
ら

が
国
際
交
流
の
難
し
さ
で
、
こ
ち
ら
の

希
望
が
充
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上
満
・
:
で
も
一
応
は
産
地
の
レ
モ
ン

ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
、
接

待
の
会
場
に
用
意
も
し
で
あ
っ
た
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
受
け
入
れ
の
準

備
は
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す

ね。
叶
本
・
・
・
市
役
所
を
訪
れ
て
驚
い
た
事

は
、
建
物
が
元
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
議
場

主
が
カ
ジ
ノ
(
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
)
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
庁
舎
内
に
結
婚
式
場

が
あ
っ
た
り
、

H
O
T
E
L
の
看
板
が

そ
の
ま
ま
に
残
ワ
て
い
る
の
に
は
驚
き

一
生
男増

修
宮

耳
川
T
h下

一一

研修生
津田礼子

ま
し
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
す
ね
。

高
石
・
:
そ
れ
に
し
て
も
、
応
対
さ
れ

た
文
化
担
当
と
か
の
女
性
の
助
役
さ
ん

の
円
本
人
に
対
す
る
皮
肉
に
は
恐
れ
い

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
人
に
対
す

る
国
際
的
批
判
の
中
に
「
エ
コ
ノ
ミ
ツ

ク
・
ア
ニ
マ
ル
」
と
い
う
皮
肉
語
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
地

方
の
市
の
助
役
さ
ん
ま
で
が
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
l
入
り
で
「
私
達
は
日
本
人
の
よ

う
に
金
儲
け
の
た
め
に
明
け
暮
れ
る
よ

う
な
生
活
は
し
な
い
ぞ
!
」
と
い
っ
た

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
皮
肉
に
は
、
ち
ょ
っ
と

腹
も
?
?
?
ら
悲
哀
を
覚
え
る
や
ら
、

参
り
ま
し
た
Q

和
田
・
・
・
私
も
公
式
訪
問
先
で
あ
の
よ

う
な
皮
肉
を
直
接
的
に
聞
か
さ
れ
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
口
本
は
、
こ
う
い
っ
た
点
の

自
覚
を
抜
き
に
し
て
は
国
際
社
会
の
一

貫
と
し
て
の
地
位
は
得
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
こ
れ
か

ら
新
た
な
試
練
に
立
た
さ
れ
そ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

司
会
・
:
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
マ
ン

ト
ン
、
モ
ナ
コ
は
背
さ
ん
ど
う
感
ビ
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

二
宮
:
・
ニ

I
ス
、
マ
ン
ト
ン
市
は
海
、

海
岸
、
浜
、
公
聞
、
道
路
、
街
並
み
な

ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
景
観
的
に
は
美

し
く
、
新
旧
の
パ
ラ
シ
ス
が
取
れ
、
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
は
完
成
さ
れ
た
町
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

上
回
・
:
ニ

l
ス
、
モ
ナ
コ
な
ど
世
界

的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
に
は
、
独
特

な
マ
リ
1
ナ
、
防
波
場
等
が
造
ら
れ
、

変
化
に
富
ん
だ
地
形
や
自
然
景
観
が
、

歴
史
的
文
化
の
特
債
の
あ
る
町
を
形
成

す
る
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。
将
来
当
町
で
も
、
モ
ナ
コ
の

よ
う
な
向
然
や
歴
史
を
生
か
し
た
マ
リ
i

ナ
作
り
は
参
考
に
な
り
ま
す
ね
。

高
石
・
・
・
確
か
に
美
し
い
浜
辺
の
街
、

魅
力
的
な
ヨ
ッ
ト
ハ

I
パ
l
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
で
庖
で
も
聞
い
て
生
涯
を
と
空

想
し
て
見
ま
し
た
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

感
覚
と
い
う
か
、
も
う
一
つ
魅
力
が
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
満
:
・
こ
れ
か
ら
仕
事
を
覚
え
、
一

人
前
の
社
会
人
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
ず
一
場
の
私
達
や
若
い
人

研修生
西村喜之

遥
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
だ
け
の

生
活
環
境
で
は
長
く
統
か
な
い
も
の
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
で
の
生

活
の
現
実
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

西
村
・
:
で
も
余
生
を
過
ご
す
場
所
と

し
て
は
い
い
で
し
ょ
う
ね
、
ま
す
ま
す

長
生
き
で
き
そ
う
な
感
じ
で
す
。
町
長

さ
ん
や
議
長
さ
ん
も
将
来
の
余
生
の
場

所
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

上
回
:
・
マ
ン
ト
ン
市
で
は
、
も
っ
と

行
政
全
般
に
つ
い
て
、
日
本
式
に
紹
介

が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
が
予
定
し
て
い
た
よ
う
な
運
び

に
な
ら
ず
外
国
人
と
の
交
流
の
難
し
さ

を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験

も
一
つ
の
研
修
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
:
・
次
は
、
交
流
な
ど
人
的
な
面

で
の
研
修
の
収
穫
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

上
田
:
・
今
回
の
研
修
で
は
ベ
シ
ネ
l

相
や
マ
ン
ト
ン
市
の
訪
問
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
関
係
上
、
私
も
団
長
と

い
う
名
目
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ベ
シ
ネ
l
杜
で
は
大
変
温
か

い
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
懇

談
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

和
田
・
・
・
私
も
本
社
の
心
温
ま
る
対
応

に
は
、
大
変
感
激
し
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ま
た
近
く
、
当
町
に
来
ら
れ
る
時

に
は
、
私
た
ち
も
喜
ば
れ
る
よ
う
お
迎

え
し
た
い
で
す
ね
。

西
村
・
:
ハ
イ
テ
ク
産
業
用
カ
ー
ボ
ン

製
品
、
ジ
ル
コ
ニ
ュ
ー
ム
等
の
生
産
は

世
界
第
一
位
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
、
合

金
鉄
、
炭
素
な
ど
の
生
産
は
世
界
第
三

位
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
企
業
が
え
町
に
進
出
し
て
頂
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
難
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
長
浜

町
の
発
展
の
た
め
、
住
民
の
働
く
場
¥自然や歴史を生かして作られているマリーナ
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〆
所
の
た
め
か
ら
も
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

和
田
・
・
・
行
政
と
し
て
も
誘
致
企
業
の

発
展
は
、
町
の
発
展
で
も
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
長
浜
の
町
で
生
産
さ
れ
た
も

の
の
需
要
の
拡
大
の
た
め
の
基
盤
整
備
、

道
路
や
港
湾
の
整
備
は
益
々
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
ね
。

司
会
・
:
マ
ン
ト
ン
で
の
地
元
高
校
生

と
の
交
流
会
は
、
い
か
が
で
し
た
か
。

菊
地
・
・
・
地
元
高
校
生
と
夕
食
を
共
に

し
た
交
流
で
、
皆
さ
ん
四
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
人
数
割
り
で
分
か
れ
て
の
交
流
と

な
り
ま
し
た
が
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

の
両
万
使
い
で
奮
闘
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
ね
。

高
石
・
・
・
一
言
葉
の
壁
は
つ
ら
い
で
す
ね
。

英
語
で
も
通
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
言
葉
が
通
じ
な

く
て
、
い
ろ
い
ろ
と
聞
き
た
か
っ
た
の

ですが・・・・・・。

西
村
・
・
園
会
話
と
言
え
る
よ
う
な
会
話

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
、
旅
行
用
の
フ
ラ

ン
ス
語
会
話
の
本
の
文
章
を
指
で
示
し

て
尋
ね
た
り
、
英
語
の
単
語
を
並
べ
た

り
し
て
奮
闘
し
て
み
ま
し
た
が
、
時
折

う
ま
く
通
じ
た
り
、
相
手
か
ら
尋
ね
ら

れ
意
味
が
分
か
る
と
嬉
し
く
て
、
結
構

楽
し
く
交
流
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津
田
・
:
西
村
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
は
、

二
人
と
も
女
性
の
美
人
学
生
さ
ん
で
し

た
か
ら
、
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

ね。
山
下
・
:
こ
の
交
流
会
に
出
席
し
た
生

徒
さ
ん
は
、
約
千
人
の
生
徒
さ
ん
か
ら

役
員
に
選
ば
れ
て
い
る
代
表
の
生
徒
さ

ん
で
、
学
長
さ
ん
と
共
に
男
子
生
徒
五

人
、
女
子
生
徒
四
人
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
十
八

歳
に
な
れ
ば
タ
バ
コ
や
酒
も
本
人
の
自

覚
の
も
と
に
許
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し

て
、
女
子
生
徒
も
ス
パ
ス
パ
と
吸
っ
て

い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
交
流
の
雰

囲
気
が
良
か
っ
た
せ
い
か
、
翌
日
は
学

校
視
察
の
招
待
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
学
校
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
度
の

研
修
の
予
定
外
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

叶
本
・
:
こ
の
高
等
学
校
の
場
合
、
進

学
組
と
就
職
組
の
外
に
、
一
度
社
会
に

出
て
転
職
し
よ
う
と
す
る
人
の
た
め
の

技
術
的
指
導
を
行
う
コ

i
ス
が
用
意
さ

れ
て
い
る
の
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

上
満
:
・
こ
の
よ
う
な
き
っ
か
け
を
生

か
し
て
、
高
等
学
校
生
徒
聞
の
交
流
な

ど
が
行
わ
れ
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

研修生
上満知子

司
会
i
最
後
に
今
回
の
初
め
て
の
青

年
海
外
派
遣
研
修
に
つ
い
て
の
反
省
点

と
言
い
ま
す
か
、
次
回
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
的
な
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
宮
:
・
初
め
て
の
海
外
研
修
と
い
う

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
回
で
あ
れ
ば

マ
ン
ト
ン
市
の
訪
問
が
研
修
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
っ
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
こ

ち
ら
の
予
想
し
た
よ
う
に
は
い
き
に
く 楽しく交流する団員とフランスの学生

一議
研修生
高石治憲

か
っ
た
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
や
は
り

事
前
の
細
か
い
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

津
田
・
:
フ
ラ
ン
ス
は
基
本
的
に
農

業
国
で
あ
る
し
、
長
浜
も
農
林
漁
業
の

町
で
す
か
ら
、
都
市
ば
か
り
で
な
く
農

家
な
ど
に
も
入
っ
て
い
け
る
研
修
や
福

祉
施
設
の
視
察
研
修
な
ど
も
組
み
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

西
村
・
・
・
私
自
身
の
反
省
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、
参
加
す
る
以
上
、
予
備
知
識

を
深
め
て
お
く
こ
と
や
、
視
察
・
研
修

目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

高
石
・
・
・
事
前
の
研
修
も
そ
の
研
修
目

的
に
沿
っ
た
内
容
で
行
っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

こ
れ
は
余
談
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
土
産
の
こ
と
も
皆
さ
ん
結
構
気
に

な
っ
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
も
整
理
し
て
お
く
と
、
研
修
日

程
が
よ
り
充
実
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。上
満
:
・
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と

を
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
し
、
毎
年
続
け
る
こ
と
に
入
手
つ

く
り
研
修
の
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

菊
地
:
・
事
務
局
と
し
ま
し
て
初
め
て

の
取
り
組
み
で
あ
り
、
色
々
な
面
で
充

分
で
な
か
っ
た
事
を
反
省
し
、
次
か
ら

の
研
修
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

司
会
・
:
最
後
に
町
長
さ
ん
お
願
い
致

し
ま
す
。

上
田
・
・
・
大
変
有
意
義
な
感
想
や
反
省

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
九
日
間
と
い
う
日
程

は
、
窮
屈
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
次
回
は
、
余
裕
の
あ
る
日
程
で

自
由
課
題
を
配
し
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業

へ
も
足
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
日
程
で

取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
な
お
、
今
後
も
引
き
続
き
各
界
、
各

層
よ
り
幅
広
い
中
で
、
研
修
を
続
け
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う

ぞ
今
回
の
研
修
で
得
た
も
の
を
町
の
た

め
、
地
域
の
た
め
、
そ
し
て
ご
自
分
の

た
め
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

期
待
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
・
・
・
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
以
上
で
終
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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で
救
急
車
に
搬
入
・
搬
出
で
き
る
エ
ク

ス
チ
ェ
ン
ジ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
長
距

離
に
も
対
応
で
き
る
問
素
吸
入
装
置
な

ど
が
装
備
さ
れ
、
ま
た
、
広
報
車
に
は
、

散
光
式
警
光
灯
や
電
子
サ
イ
レ
ン
な
ど

も
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄贈された24人乗りのマイク口パス

圏
畏
年
金
保
険
料

未
納
チ
ェ
ッ

し
ま
し
ょ

新しく導入された広報車(右)と救急車

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な

り
ま
し
た
。
保
険
料
の
年
度
の
締
め
く

く
り
に
、
ご
自
分
の
保
険
料
に
納
め
忘

れ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
、
っ
か
。

も
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
す
と
、
将
来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年

金
が
減
額
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
病
気
や

ケ
ガ
で
不
幸
に
し
て
障
害
者
に
な
っ
た

場
合
の
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
ご

主
人
が
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
キ
チ
ン
と
納
め
る

こ
と
は
、
自
分
自
身
の
年
金
権
の
確
保

と
同
時
に
「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」

と
い
う
大
き
な
役
割
も
果
た
す
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
か
ど
う
か

不
明
の
場
合
は
、
役
場
の
国
民
年
令
係

し震〈み取り申込方濃@
変更はでヨいて
4月からは青松衛生社へ

し
尿
く
み
恥
り

申
込
方
法
が
、
来

年
度
か
ら
変
わ
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
、
く

み
取
り
式
ト
イ
レ

の
し
尿
く
み
取
り

は
、
直
接
業
者
に

申
し
込
む
か
、
役

場
生
活
環
境
課
に

申
し
込
む
三
週
り

の
方
法
が
あ
り
ま

し
た
が
、
役
場
へ

申
し
込
ま
れ
た
場

合
は
、
何
件
分
か

を
ま
と
め
て
業
者

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
国
民
年
金
の
保
険
科
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
「
社

会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、
全
額
課
税

対
象
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
平
成
四

年
一
月
か
ら
卜
~
一
月
ま
で
の
聞
に
納
め

た
固
民
年
金
保
険
料
で
、
自
分
自
身
の

分
は
も
ち
ろ
ん
家
族
の
分
と
し
て
納
め

に
連
絡
す
る
た
め
、
く
み
取
り
が
遅
れ

る
こ
と
も
多
く
、
背
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
度
(
五
年
四

片
一
日
)
か
ら
は
、
直
接
業
者
に
申
し

込
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

長
い
間
、
役
場
へ
申
込
を
さ
れ
て
い
た

人
に
は
、
申
込
方
法
が
変
わ
る
こ
と
で

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
く
み
取
り
料
金
等
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
新
年
度
、
か
ら
は
左
記

の
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
育
松
衛
生
社
(
五
二

I
O
四
七
二

(
有
)
二
一

O
三
六
)
へ
直
接
電
話
し
て

住
所
と
氏
名
を
伝
え
て
下
さ
い
。

だ
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
未
納
分
の
保
険
料
を

納
め
た
り
、
免
除
期
間
を
追
納
し
た
と

き
は
、
そ
の
分
も
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

く平成4年の屈民年金保険料額>

月
瓦巳 1月-3月l 9，000円

額 4月-12月 9，700円
額
付加保険料 4001斗

年 JC 額 114，300円

在自 定額十付加 119，100円l
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平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ど

面定申告臨E し〈お早酬~gl 
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

般

の

人

確定申告な

V
商
業
、
工
業
、
医
業
、

農
業
、
損
業
な
ど
で
働
い

て
い
て
収
入
を
得
て
い
る

人
V
地
代
、
家
賃
、
配
当

な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
V

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

平
成
四
年
度
中
に
各
種

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
・
配
偶
重
詰
蔭
・

扶
養
控
除
・
そ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
人
は
必
ず
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
に
申
告
義
務
の
な

か
っ
た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得

を
確
か
め
て
下
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー

マ
、
J 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
o

v給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を
超

え
る
人
V
こ
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
人
V
給
与
以
外
の
所
得
が

二
十
万
円
を
超
え
る
人

相
談
を
受
け
る
と
き

こ
れ
だ
け
は

お
忘
れ
な
ぐ

①
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
必

ず
そ
の
「
申
告
書
」
②
印
鑑
③
所
得
金

額
の
計
算
の
で
き
る
帳
簿
記
録
な
ど
④

給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
、
「
源
泉
徴
収

票
」
⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細
書
」

⑤
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
「
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な
ど
の
支
払

い
明
細
書
」
⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損

害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、
「
支
払

保
険
料
の
明
細
書
」
⑧
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
住
民
票
の

写
し
」
「
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
の
写
し
」

「
売
買
契
約
書
」
、
「
住
宅
取
得
資
金
に

係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
」

な
ど
を
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く
だ
さ

し
v

平
成
四
年
度
分
町
・
県
民
税
の
受
付

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

人

平
成
五
年
一
月
一
日
現
在
、
長
浜
町

に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
次
の
よ
う
な

人
は
、
町
・
田
市
民
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

女
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家

賃
、
地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
。

実
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
い
報
告
書

を
提
出
さ
れ
な
い
人
。

品
開
給
与
所
得
以
外
の
人
で
営
業
や
農

業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営
む
人
、
ま
た

は
、
雑
所
得
、
副
業
、
内
職
等
で
平
成

1
4

位。一
一泊'一・
一定一
一一昭島一

4
4
g
一

四
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
。

女
所
得
が
な
く
て
も
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
。

申
告
に
必
要
な
書
類

4
H
町
・
県
民
税
の
申
告
書
(
役
場
税

務
課
ま
た
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

女
給
与
所
得
ま
た
は
年
金
所
得
の
場

合
は
、
源
泉
徴
収
票
。

食
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
各
種
営

業
帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書
、
領

収
書
等
。

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
、
国

民
健
康
保
険
税
等
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

職後強制抑留者
@皆穆ヘ日

た
方
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
。

な
お
、
町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
税

務
課
(
五
二

I
一
一
一
一
)
ま
で
。

あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な
ど
の
資
料

(
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
三
月
一
日
か

ら
三
月
二
十
二
日
ま
で
に
限
り
、
役
場

税
務
課
で
無
料
で
お
見
せ
し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平和祈念事業特別基金(総理府所管の認

許法人)では、戦後、旧ソ連またはそンゴ

ルの地域において強制抑留された方、また

はそのご遺族に、内閣総理大臣名の慰労品

(書状・銀杯)を贈呈しています。

また、これらの方々のうち、年金恩給や

公務員の共済年金などを受給されていない

方には、更に慰労金(10万円)が支給され
ます。

[請求期限]平成5年 3月31日まで

[請求書類の送付・お問い合わせ先]

平和祈念事業特別基金n03-3945-4703
または、役場福祉課まで。

-請求はお済みですか



-12 

岸本さん・成人式

山
岸
本
准
一
部
さ
ん

黄
綬
嚢
章
受
章

十
一
月
十
八
日
、
大
蔵
省
(
東
京
)
で

秋
の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
長
浜
の

岸
本
准
一
郎
さ
ん
(
六
二
一
)
は
、
長
年
に

わ
た
る
塩
元
売
業
業
務
精
励
の
功
静
に

よ
り
、
黄
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
窓
す

一
月
十
五
日
、
町
体
育
館
で
平
成
五

年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
成
人
者

男
子
五
十
九
人
、
女
子
八
十
二
人
の
合

計
百
四
十
一
人
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し

た
な
お
、
式
の
模
様
と
成
人
者
の
名
前 町

内
一
四
一
人
が
成
人

園児から花束を受ける新君(左)・後藤さん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

長

浜

地

区

漬
上
幸
治
、
東
真
由
美
、
後
藤
光
美
、

岡
崎
照
美
、
笹
本
健
二
、
漬
田
貴
司
、

松
田
康
生
、
金
津
美
穂
、
小
谷
明
子
、

赤
松
千
春
、
永
井
亮
、
在
永
明
彦
、
金

津
洋
徳
、
稲
田
達
也
、
池
田
昭
一
、
冨

永
美
香
、
石
丸
博
康
、
増
田
恵
美
、
久

保
あ
ゆ
み
、
金
橋
潤
、
山
口
学
、
松
本

浩
、
西
村
雄
一
、
鈴
木
兼
一
、
鎌
田
美

貴
、
石
住
卓
哉
、
菊
池
糸
織
、
漬
田
利

恵
、
竹
内
智
次
、
井
上
由
佳
里
、
山
本

強
志
、
石
田
修
一
、
中
山
千
奈
津
、
小

川
英
世
、
奥
野
健
作
、
城
戸
大
、
三
宅

令
子
、
佐
野
栄
治
、
仲
岡
知
砂
、
浅
田

理
恵
、
浦
上
直
也
、
金
尾
健
二
、
田
淵

智
英
、
新
津
友
美
、
奥
野
志
枝

沖

浦

地

区

中
川
香
織
、
明
智
義
枝
、
坂
本
優
香
、

明
智
優
子
、
中
居
智
美
、
松
岡
太
、
岡

由
紀
子
、
二
宮
智
、
山
本
美
紀
、
漬
田

栄
司
、
佐
々
木
大
介

今

坊

地

区

賀
栄
英
紀
、
谷
上
幸
子
、
後
藤
利
恵
、

深
井
潤
二
、
谷
上
美
香
、
池
下
千
春
、

平
岡
秀
美
、
宮
田
英
樹
、
久
保
文
美
子
、

中
見
光
亀
、
中
伊
み
ど
り
、
宮
田
伴
子
、

丸
山
裕
二
、
登
尾
好
美
、
中
尾
一
寿

櫛

生

地

区

竹
本
広
美
、
村
上
美
千
代
、
中
村
由
香

里
、
桑
野
千
恵
、
上
川
絵
里
、
中
尾
文

香
、
松
下
武
、
大
木
理
恵
、
白
石
潤
司
、

吉
田
陽
子
、
川
本
美
香
、
揮
井
美
起

出

海

地

区

中
村
通
秀
、
平
野
博
子
、
河
村
譲
一
、

後
藤
恵
美
、
水
本
孝
仁
、
小
西
咲
恵
、

坂
本
住
史
、
中
田
洋
美
、
田
上
寿
美
礼

大

和

地

区

奥
野
誠
、
本
谷
理
恵
、
奥
嶋
詩
乃
、
上

月 日 当直医院 電話番号

2/14 石村病院 52-0275 

2/21 菊地医院 52-0209 

2/28 門屋医院 52-0202 

3/7 清水医院 52-2883 

3/14 石村病院 52-0275 

3/21 岡田医院 52-0639 

I診療]救急患者の方のみ
{受付]午前10: OO~午後 5 : 00 

瞳原則として往診は致しません。

臨塵直さ量

誓いのことばを述べる漬上さん

満
由
亀
江
、
小
川
貴
子
、
楠
本
幸
司
、

野
村
勇
一
、
本
田
洋
子
、
中
川
幸
司
、

矢
野
あ
ゆ
み
、
矢
野
美
代
子
、
神
山
由

香
、
二
宮
美
和
、
今
回
幸
子
、
菊
地
良

江
、
畝
中
真
里
、
東
直
美
、
菊
地
利
彦
、

成
田
か
す
み
、
安
田
ひ
ろ
こ
、
立
脇
勉

豊

茂

地

区

山
本
豪
、
亀
田
泰
子
、
藤
本
美
穂
、
藤

淵
和
美
、
山
尾
こ
ず
え

先
立き

ん
つ
う
さ

ち

山

も
行
丸
白

滝

地

区

平
田
真
也
、
新
敬
史
、
西
山
昭
夫
、
藤

長
佳
子
、
越
智
陽
子
、
岡
芽
久
美
、
内

山
珠
江
、
高
石
徳
香
、
域
ノ
戸
光
広
、

遠
香
朋
子
、
森
川
多
美
子

戒

川

地

区

石
堂
勝
美
、
後
藤
武
志
、
丸
田
和
美

柴

地

区

西
宮
秀
樹
、
梅
園
浩
幸
、
徳
山
猶
史
、

竹
村
美
紀
、
中
嶋
里
美
、
渡
一
連
真
喜
子
、

谷
淵
由
加
里
、
小
西
宏
明
、
中
嶋
竜
二ゲームを楽しむ成人者たち



一一一--健康づくりのための食生活指針

鏡 6固

心ふれ合う楽しい食生活費

孤食7:J¥増えている
最近は家族そろって食事することが少なくなり、子供の一人食べ(孤食)が増えていることが、国民栄

養調査で明らかにされています。昭和57年国民栄養調査では、子供だけの孤食率21.4%でしたが、昭和63

年には25.7%と増加しています(下図)。

また、幼児期の孤食率は16.7%ですが、年齢とともに増加し、中学生では33.7%と3人に 1人におよん

でいます。

朝食をいっしょに食べる人

昭

昭和A斗ム;ニ::斗;LL斗 ιぷ牛込
や内分泌系によって微妙に調節されているからです。

楽し〈禽べることの効期
楽しい食事は、消化液の分泌を高めたり、消化管

の機能を助けるだけではありません。食べた物も体

の中で効果的に十分利用されることになります。し

かしなカfら、心、目己ごとカ宝あったり、イライラして、

ストレスが高まっているような状態では、消化液の

分泌も悪くなり食物の消化、吸収も悪くなります。

これは、私たちの胃や腸などの消化機能は神経系

ストレスにさらされていると消化管は収縮したり、活性が低下してきます。

家族そろって、楽しい雰囲気のもとにおいしく食べることにより、神経系や内分泌系の調節バランスも

とれて、満足感、幸福感にひたるだけでなく、ストレスの解消にもつながり、消化・吸収の面にもよい影

響を与えることになります。

おふくろの蝶費大関に
最近は加工食品の家庭内消費が増え、原材料から主婦が料

理することがだんだん少なくなってきています。

しかしながら、家庭の味は、昔からおふくろの味とも言わ

れ、家庭の中に根づいた安心で、きる味でもあります。

主婦が、食事づくりをすることは、主婦が受けもつ家族の

健康管理の一環でもあるわけです。

ところが、最近では人の価値観も変化し、食事軽視の傾向が見られます。家庭の味はいつの時代でも家

庭を平和に楽しく保つための潤滑油でもあります。

料理をつくる喜び、食べる喜び、つくって食べさせる思いやり、つくって食べさせてくれる人への感謝

の気持ちは、心の健康へとつながり、構神の心理的な調節、さらには内分泌系の調節にも効果的に作用す

ることになります。
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五
九
チ

1
ム

四
五
三
人
が
参
加

j
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
j

十
二
月
十
三
日
、
第
一
一
十
七
回
長
浜

駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
外
五

十
九
チ
l
ム
四
百
五
十
一
-
一
人
が
参
加
し

た。

ルポ@文芸

コ
ー
ス
は
、
役
場
前
か
ら
白
滝
駅
裏

ま
で
の
七
・
二
キ
ロ
を
一
チ

I
ム
太
人
が

-
一
往
復
す
る
も
の
で
、
松
山
陸
協

A

(
一
部
)
、
長
浜
小
学
校
教
諭
で
構
成

さ
れ
て
い
る
パ

l
ダ

1
(
一
一
部
)
、
八

パッチリ

新
春
に
ホ
ヴ
ト
な
戦
い

j
五
十
五
凶
囲
碁
大
会
j

一
月
三

υ、
町
体
育
館
会
議
主
で
第

五
十
五
回
新
春
田
碁
大
会
が
行
わ
れ
、

約
二
一
ト
人
が
参
加
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
大
会
、
ム
一
ム

幡
浜
高
校
A
(
三
部
)
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
た
。

fJ 

」与{k:o

ホットな戦いを繰り広ける選手たち

場
で
は
静
か
な
雰
開
気
の
小
、
参
加
者

迭
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

A

級
で
は
白
滝
の
上
満
真
文
さ
ん
、

B
級

で
は
長
浜
の
石
田
文
男
さ
ん
が
町
長
賞

に
輝
い
た
。

地
域
環
境
を
大
切
に
/

ー
長
寿
会
が
花
壇
づ
く
り
1

こ
の
ほ
ど
、
下
須
戒
の
前
奥
地
区
に

花
壇
が
{
一
氾
成
し
た
。

こ
れ
は
、
大
和
長
寿
会
の
メ
ン
バ
ー

地
域
交
流
の
育
成

一位でゴールする松山経協A

j
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
j

一
月
十
七
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
J
A
長
浜
主
催
に
よ
る
第
一
回
サ
ラ

エ
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、

町
内
の
十
四
チ
1
ム
i
約
百
三
十
人
が

参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
交
流
の
育
成
を

μ的

と
し
て
聞
か
れ
た
も
の
で
、
交
流
を
深

め
る
一
方
、
コ

l
ト
で
は
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

な
お
成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
位
・
位
場
ラ
ッ
キ
ー
ズ
、
二
位
・
プ

が
、
地
域
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、

荒
れ
地
を
き
れ
い
に
と
開
墾
さ
れ
た
も

の
で
、
花
壇
に
は
、
葉
ボ
タ
ン
や
パ
ン

ジ
ー
な
ど
の
前
約
二
百
株
が
植
栽
ぎ
れ

た。

リ
一
ア
イ
l
ズ
、
三
位
・
長
浜
幼
稚
園
フ

レ
ン
ズ
A

~ 
4|里
まE
7高

雲
ひ
と
つ
な
き
新
春
の
堤
防
に
釣
り
す

る
人
は
竿
垂
れ
し
ま
ま

きれいに整備された花壇

西
田
チ
ヅ
ル

入
荷
量
少
な
き
朝
の
魚
市
場
仲
買
ひ
の

気
合
に
生
計
も
こ
も
る
沢
井
か
め
代

寒
椿
年
の
は
じ
め
に
た
だ
一
一
輪
虞
白
〈

咲
き
て
初
日
を
あ
び
る
工

藤

春

子

そ
れ
ぞ
れ
に
家
庭
を
も
ち
し
四
人
の
子

赴
任
の
地
に
て
新
年
迎
ふ引
廿
井
光
恵

大
坂
よ
り
帰
り
し
孫
が
餅
ま
る
め
手
伝

ひ
出
米
し
を
誇
ら
し
げ
顔
波
多
野
コ
チ
ヨ

こ
の
冬
の
旅
は
対
島
と
花
柄
の
旅
行
カ 楽しく交流を深める選手たち

パ
ン
買
ふ
デ
パ
ー
ト
の
パ

l
ゲ
ン

生
田
八
重
子

領事
11 

櫛
生

警句
'IX 

11 

水
仙
の
ほ
の
か
な
吾
り
に
さ
そ
わ
れ
る

山

本

拓

也

北
風
が
雨
戸
を
た
た
く
と
ん
と
ん
と

井

上

真

琴

冬
が
来
て
は
だ
実
、
い
風
が
ふ
き
つ
け
る

宝

生

明

子

春
風
が
草
木
や
花
を
よ
び
に
く
る

村

上

直

美

も
う
少
し
も
ぐ
ワ
て
い
た
い
冬
の
朝

城

戸

忍

主
ど
ガ
ラ
ス
額
を
つ
け
て
空
見
上
げ

沢

田

愛

美

家
の
外
ま
と
を
聞
け
る
と
さ
む
い
風

桑
野

LrιJ

春
に
な
り
お
花
も
早
起
き
ご
き
げ
ん
よ

う

高

橋

瑠

早

コ
ン
コ
ン
と
ノ
ッ
ク
す
る
の
は
春
の
風

山
本
あ
か
ね

北
風
が
子
ど
も
の
は
ほ
を
赤
く
す
る

清
水
く
み
こ



15 

武
一
冗
幸
子
さ
ん
ほ
か

商
工
会
全
国
大
会
で
表
彰

特

選

に

玉
井
優
紀
さ
ん

県
教
育
俳
句
大
会

平
成
山
年
十
月
二
十
六
日
、
束
京

都
で
第
三
十
一
一
同
商
工
会
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推

進
の
功
横
に
よ
り
、
婦
人
功
労
者
と
し

て
長
浜
町
商
工
会
婦
人
部
々
長
の
武
元

幸
子
さ
ん
、
優
良
常
勤
役
職
員
と
し
て
、

上
崎
吉
男
さ
ん
が
、
中
小
介
業
庁
長
官

表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
功
労
者
と
し
て
、
長
浜

町
商
工
会
前
会
長
の
東
土
口
成
さ
ん
、
優

良
婦
人
部
と
し
て
、
長
浜
町
商
工
会
婦

人
部
が
、
全
国
商
工
会
連
合
会
々
長
表

彰

を

そ

れ

ぞ

れ

受

賞

さ

れ

ま

し

た

。

議

開

駅

ト

『

白

本

に

は

、

素

晴

ら

し

い

四

季

が

あ

り

、

ど

れ

も

光

一

入
り
り
持
つ
も
の
美
し
く
、
つ
ら
い
時
で
も
青
空
に
光
り
差
一

一
引

U

M

}

¥

、』F
ノ

γ

尚

一

回

せ

ば

心

和

む

も

の

で

す

。

一

Y

黒
そ
ん
な
太
陽
の
日
差
し
の
様
に
、
人
々
の
心
に
少
し
一

P
一
一
一
/
べ
で
も
、
優
し
い
気
持
を
も
た
ら
せ
る
、
光
輝
く
女
の
子
一

一，l
f

《
に
な
っ
て
，
ほ
し
い
と
思
い
、
こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。

一

、

一

一

や

「

四

季

の

光

」

毘

鞍

灘

欝

輔

韓

関

譲

れ

一

J-jtこ

'
3

ム
ー
は
、
元
蕗
溢
翻
醸
麟
麟
麟
麟
欝
蝉
ト
ヶ
ト
ま
一

:

!

;

一

:
tE

醸
髄
欝
幽
圃
・
・
・
君
事
長
十
生
一

ョ

ー

一

汁

気

で

優

し

い

購

型

通

司

i
J一

一-
-
J
U
頚
寺
子
に
育
っ
て
輔
購
読

¥
J
Mへ
ん
一
一
一
i

i

j

(

オ
u
J
4
M
L
l
h
J
4

髄

ヨ

…

〓

肘

叫

J

j

月
一

'
J
¥
3
1
ν
t
く

れ

れ

ば

、

融

醐

~

)

一

一

戸

噌

:

!

一

一

で

ひ

げ

そ

れ

で

い

い

輔

J
〈

一

炉

山

一

J
F

之
島
レ
一
去
っ
と
A

務
繍
錨
鍾
;
い
れ
ど
一
J

、

ι

一J

一
大
ト
引
L

v

L

騒
い
齢
十
万

(父

H
政
喜
さ
ん
・
母
日
博
子
さ
ん
)

一一一一一歳です@表彰@ふるさとめぐり

平
成
三
年
十
二
月
一
目
、
松
山
で
行

わ
れ
た
第
十
七
回
愛
媛
県
教
育
俳
句
大

会
で
、
玉
井
優
美
さ
ん
(
長
浪
小
六
年
)

の
俳
句
が
、
県
内
応
募
総
数
九
百
九
十

六
句
中
、
見
事
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

一
特
選
}
タ
や
け
が
ま
っ
か
に
そ
め
る

港
町
(
主
井
優
美
、
長
浜
小
六
年
)柵
ん
悶
々
C

E

山
一
西一の

一
誉
回
一
秀
」
優

特選の玉井さん

{
優
秀
賞
一
台
風
が
わ
た
し
の
町
へ
む

い
て
く
る
(
西
山
雅
美
・
喜
多
灘
小
六

年
)一
佳
作
}
晴
静
香
、
大
石
明
(
以
上
長

浜
小
)
、
酒
城
歩
、
畑
山
祥
太
郎
(
以

上
出
海
小
)
、
清
水
春
奈
(
豊
茂
小
)
、

清
水
奈
々
(
白
滝
小
)
、
亀
井
山
車
志

(
喜
多
灘
小
)
、
大
井
幸
紀
、
石
内
勝
也
、

稲
田
葵
、
増
出
洋
子
(
以
上
長
浜
中
)

俳
句
日
本
一
に

報

本

光

〈

ん

全
国
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
四
年
十
一
月
二
十
八
日
、
東
京

で
行
わ
れ
た
N
H
K
学
園
全
国
俳
句
コ

ン
ク
ー
ル
(
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
)
で
、
坂

本
光
君
(
喜
多
灘
小
二
一
)
の
俳
句
が
、

全
国
応
募
一
万
二
千
九
百
六
十
七
句
中
、

大
会
大
賞
に
選
ば
れ
全
国
一
位
に
、
ま

た
、
中
学
生
の
部
で
上
老
松
の
源
野
恭

子
さ
ん
(
長
浜
中
二
)
の
俳
句
が
、
一

万
二
千
宵
四
十
句
中
、
秀
作
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

ュ
ニ
ア
の

「一一一一一一一一一一一一-一一一一-一一一一一一一一・1
丈己実 干高著時事望丈 一為 ぎ支| 下須戒前突の大元神社境内に
選る作中慶小、上長 1室 長"言 つ賞 iある 2本の榔(ナギ)の木は、
(賞品~白田訴茎一 か一|樹齢約300年で昔から縁結びゃ
川源}学以、七部ド田政 資ーペ るブ i
元肝冶 T 仁藤貴子生僕所 川¥/ (-l魔除けなど、地域の守り神とし
典恭ゐ生喜主む、、、時盤誌¥島幸三!て林している o

日日i5111z!日4dillEj:ji121昔話:;eiii
f三中巻 宮行之、、香 3 … 

同 尚 、川土口、 以 本 m!ているが、この境内にある榔の
ケぜ 工品ヱ/一11':-弓 l托_-_vノ.

、年国 夫以門介富イ者 十一「糠照明時 二山| 噌臨轍繍鱗議際イ当木は、高

菊)い 円上田勇誠遠大賞lこ輝いた坂本君主へ!?》匂腎顎欝頼関翠さ約20t;、
周囲が1.

5ふもあ

り、 左往と

雌が、並

vぶように

五fってu、
るのは、

県内でも

大変珍し
し〉。

J
 

竺湘一世一崎一1
・

一
雌
一t属品一

I

B

I

-

-

L

 

地
覚
次
、
重
松
治
彦
、
宇
都
宮
千
日
間
、

中
見
洋
稔
、
、
西
山
俊
明
、
池
田
直
幸
、

矢
野
上
昌
代
、
出
海
ち
は
る
、
白
石
貴

之
、
日
野
照
久
、
湊
賢
、
富
田
裕
子
、

沖
井
瑞
穂
、
菊
地
誠
、
玉
井
健
太
郎

(
以
上
長
浜
中
二
、
明
知
H

奈
緒
、
松
田

修
、
坂
東
愛
、
飯
野
寿
雄
、
冨
岡
勝
也
、

小
西
賢
、
谷
岡
止
秀
、
稲
田
葵
(
以
上

長
浜
中
二
)
、
木
戸
充
博
、
馬
場
裕
弓
、

河
内
秋
子
、
中
川
寛
子
、
山
由
美
脊
、

向
井
佳
寿
美
、
田
淵
か
お
り
、
奥
野
智

美
(
以
上
長
浜
中
一
一
一
)

ふ
寄
き
と
め
ぐ
mv

前

奥

の

ナ

ギ

の

木
(
重
宝
編
)

秀作賞のj原野さん



-16一
傭)岸本印刷

「
実
点
」
で
お
な
じ
み
の

林
家
こ
ん
平
さ
ん
を
招
い
て

長
浜
町
文
化
講
演
会

印刷平成5年 2月10日発行

長
浜
町
で
は
、
落
語
家
と
し
だ
お
な

じ
み
の
林
家
こ
ん
平
さ
ん
を
招
い
て
、

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

林
家
さ
ん
は
、
「
笑
点
」
な
ど
の
テ

レ
ピ
番
組
を
は
じ
め
、
ド
ラ
マ
や
映
画

な
ど
に
出
演
す
る
な
ど
、
独
特
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、

観
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

{
演
題
}
人
生
は
開
け
ご
ま
/
の
体
当

た
り
痛
快
人
生

一
日
時
一
平
成
五
年
二

月
二
十
八
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

一
場
所
一
長
浜
町
体
育
館
大
ホ
l
ル

一
入
場
料
}
無
料
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寄
付
採
納

O
下
須
戒
の
入
船
好
留
さ
ん
・
・
・
孫
の
手

二
千
本
を
長
浜
町
へ
。

ψ 
結
婚

O
豊
茂
小
学
校
P
T
A
(
大
本
昭
裕
会

長
)
:・キ
ャ
ス
タ
ー
付
ス
ラ
イ
ド
コ
ン

テ
ナ
、
ホ
ー
ム
ボ
l
ド
、
算
数
大
型
タ

イ
ル
を
豊
茂
小
学
校
へ
。

O
松
山
市
の
湯
川
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
:
・
マ
イ

ク
ロ
バ
ス

一
台
を
長
浜
町
へ。

¥
長

浜
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長

浜

¥

黒

田
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西
宇
和
郡

〆

瀬

戸

町

¥

豊

茂

/
大
洲
市

矢菊上久高渡

野地田保岡遺

由繁美幹容昭

今

坊
沖

浦

出

海
下
須
戒

下
須
戒

下
須
戒

長

浜

美雄枝男子宣

イ主

神上二二川久山
田野宮宮上保本

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略

戸斤

氏

佳明秀秀弘敏政
男彦暢暢二彦幸

長

女

扇

維

二
女
沙
弥
華

二

女

史

織

長

女

梢

長

男

渉

長

男

将

平

長
女
千
代
里

12月長浜町役場届出分 (敬称略)

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略

イ主

戸斤

保
護
者
氏
名

続
キ丙

児
名

穂長櫛長長櫛長長

積浜生浜浜生浜浜

大
田

辰

子

蓑

島

緑

兵

頭

シ

マ

山

田

寓

菰

池

田

松

戴

酒
井

友
恵

朝
日
シ
メ
コ

菊

地

正

雄 名

死
亡
時
年
齢

今
月
の
カ

ッ
プ
ル
は

波
遁
昭
宣
・
容
子
さ
ん
の
カ

y
プ
ル

ロ
月
届
出
分

(敬
称
略

イ主

戸斤

氏

名

沖

I甫

女

幸

(
七
五
)

(
九
四
)

(九
六
)

(
八
二
)

(八
三
)

(
八
九
)

(
八
六
)

(
七
七
)

広報ながはま

二月はまだ寒いけれども、

人は肌 のどこかで春を感じて

いる。十五日に行われた岡山

西大寺の会陽裸祭もそうだし、

釈迦の遺徳追慕の浬襲会が修

されるのもそうだ。 一 茶に

「小うるさき花が咲くとて媒

釈迦かな」並べて「み仏や寵

ておはしても花と銭J(おら
が春)の句がある。別に僻ん

で言うのではない。亡くなっ

ても花と銭に包まれる釈迦の

遺徳を讃えているのである。

我々もせめて「春めくや薮あ

りて雪ありて雪J(一茶)の
ように薮に積むはだら雪に春

を観じ、 寒い二月にも薮の枝々

に積む雪の下で既に花芽が生

を営んでいる自然の力を知る

べきである。「雪は菊翠のや

うに定と光ってゐる」詩人永

瀬清子が歌うように二月は雪

さえ柔らかく光って、春の藁

動を伝えるのである。斉明天

皇七年二月十五日、百済救済

に船出を待つ時「熟田津に船

乗りせむと月待てば潮もかな

ひぬ今は漕ぎ出でな」と額田

王が歌った如く、 三月が実力

の総決算の月、四月が新出発

の月であるなら、二月はその

船出の潮時に最も近い大切な

月であると心に念じたい。

「花の咲く木は闘がしき二 月

か なJ(支考)

鎌
田

優

撞
編
集
後
記
襲

二
月
に
入
り

一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
、
テ
レ
ピ
で
は
「
今
年
の
風
邪
は

た
ち
が
悪
い
よ
う
で
す
」
と
聞
き
覚
え

の
あ
る
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
理
」
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
健
康
的

(カ
イ
ロ
と
ば
っ
ち
)

を
生
活
で
こ
の
危
機
を
脱
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
小
学
校
で
は
、
学
級

閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る
そ
う
で
す
が
、

こ
の
時
期
に
受
験
を
迎
え
る
学
生
の
皆

さ
ん
、
試
験
を
前
に
し
て
こ
の
た
ち
の

悪
い
風
邪
に
負
け
な
い
よ
う
、
健
康
的

な
生
活
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
(
い
)

訂
正
・
:
本
紙

一
月
号
九
ペ
ー
ジ

…

…
の
表
彰
の
欄
中
、
谷
上
ス
ミ
ヱ
さ

…

…
ん
(
六
六
)
は
、
(
五
二
)
の
誤
り
で

一

一
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

…

数

人口をふやしましょう

12月末現在 前月との比較

11，043人 3人増

人 口 (男5，165人) (男 1人減)
女5，878人 女 4人増

世帯数 3，733世帯 3世帯増

帯世口人


